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第第8899回回定定期期全全国国大大会会開開催催
真真島島委委員員長長をを選選出出、、新新執執行行体体制制をを確確立立

第
八
九
大
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
執
行
部
を
代
表
し
て
松
本
中

央
執
行
委
員
長
は
「
安
倍
政
権
に

茶
番
を
や
ら
せ
て
い
る
の
は
我
々

労
働
組
合
の
力
が
弱
い
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。
た
た
か
う
労
働
組
合

を
再
建
し
日
本
の
労
働
運
動
を
し

っ
か
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
」
等

と
述
べ
、
全
港
湾
が
先
頭
に
立
っ

て
運
動
し
て
行
く
こ
と
の
重
要
性

を
訴
え
か
け
た
。

続
け
て
、
ご
来
賓
の
皆
様
よ
り

力
強
い
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
た
。

第
八
九
回
大
会
に
は
、
沖
縄
県
選

出
の
玉
城
デ
ニ
ー
衆
議
院
議
員
、

全
国
港
湾
労
働
組
合
連
合
会
か
ら

糸
谷
欽
一
郎
中
央
執
行
委
員
長
、

全
日
本
交
通
運
輸
産
業
労
働
組
合

協
議
会
か
ら
住
野
敏
彦
議
長
、
全

国
一
般
労
働
組
合
全
国
協
議
会
か

ら
平
賀
雄
次
郎
中
央
執
行
委
員

長
、
全
日
本
建
設
運
輸
連
帯
労
働

組
合
か
ら
菊
池
進
中
央
執
行
委
員

長
が
そ
れ
ぞ
れ
お
忙
し
い
中
、
駆

け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
。

挨
拶
の
中
で
、
玉
城
デ
ニ
ー
衆

議
院
議
員
は
「
沖
縄
は
三
人
に
一

人
が
貧
困
家
庭
に
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
子
育
て
セ
ン
タ
ー
を
つ

く
る
必
要
が
あ
る
。
辺
野
古
に
新

基
地
は
絶
対
に
つ
く
ら
せ
な
い
。

よ
り
良
い
未
来
に
向
け
て
頑
張
り

た
い
」
と
、
全
国
港
湾
の
糸
谷
委

員
長
が
来
賓
は
「
行
動
な
く
し
て

前
進
な
し
。
デ
タ
ラ
メ
な
安
倍
政

権
に
Ｎ
Ｏ
！
を
つ
き
つ
け
産
別
運

動
を
前
進
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
か

け
て
い
た
。

挨
拶
の
後
、
玉
城
衆
議
院
議
員

に
は
、沖
縄
県
知
事
選
に
向
け
、全

港
湾
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と
を
お

伝
え
し
檄
布
を
進
呈
、
力
を
合
わ

せ
て
い
こ
う
と
握
手
を
交
わ
し
た
。

議
案
に
つ
い
て
は
、
本
部
案
を

支
持
す
る
立
場
か
ら
の
発
言
が
相

継
ぎ
、
各
地
方
の
代
議
員
・
特
別

代
議
員
延
べ
五
二
名
か
ら
、
意
見

・
質
問
・
提
案
な
ど
の
発
言
を
受

け
た
。
代
議
員
の
発
言
に
つ
い
て

は
、
昨
年
ま
で
は
本
紙
に
要
約
を

掲
載
し
て
き
た
と
こ
ろ
だ
が
、
今

年
は
大
幅
な
役
員
改
選
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
掲
載
ス
ペ
ー
ス
が
十
分

に
確
保
で
き
な
い
た
め
、
も
う
一

つ
の
教
宣
紙
「
ブ
レ
イ
ク
タ
イ

ム
」（
十
月
十
五
日
号
）
に
発
言

の
要
旨
を
掲
載
す
る
の
で
、
代
議

員
発
言
の
要
旨
に
つ
い
て
は
「
ブ

レ
イ
ク
タ
イ
ム
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。
な
お
、
提
案
さ
れ
た
議

案
は
全
て
可
決
さ
れ
、
運
動
に
邁

進
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

役
員
改
選
に
つ
い
て
は
先
に
述

べ
た
と
お
り
大
幅
な
変
更
と
な
っ

た
。
退
任
役
員
は
、
松
本
耕
三
委

員
長
、
松
永
英
樹
副
委
員
長
、
真

島
勝
重
書
記
長
、
小
柳
浩
光
中

執
、
鈴
木
茂
中
執
。
新
任
役
員
は

真
島
勝
重
委
員
長
、
松
永
英
樹
書

記
長
、
法
土
豊
行
中
執
、
佐
藤
史

生
中
執
。
な
お
、
松
本
耕
三
前
委

員
長
は
全
港
湾
の
特
別
中
執
と
し

て
当
面
在
籍
し
、
坂
出
港
や
秋
田

港
の
問
題
、
自
動
化
問
題
や
独
禁

法
問
題
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
特
別
決
議
、
大
会
宣

言
を
採
択
し
、
新
委
員
長
・
真
島

委
員
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
締

め
く
く
っ
た
。

第
一
議
題

主
な
た
た
か
い
の
経

過
と
総
括
、
運
動
方
針

運
動
の
基
調
に
つ
い
て
は
変
更

な
く
「
一
、
新
自
由
主
義
に
よ
る

規
制
緩
和
、
競
争
社
会
に
反
対

し
、
貧
困
を
な
く
し
、
格
差
社
会

を
是
正
す
る
。
二
、
港
湾
産
業
、

運
輸
産
業
に
お
け
る
産
別
運
動
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
企
業
の
枠

を
超
え
た
地
域
運
動
、
国
際
運
動

と
連
帯
し
、
中
小
企
業
労
働
者
と

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
立
場
か
ら

労
働
運
動
の
再
建
を
た
た
か
う
。

三
、
戦
争
法
制
の
早
期
廃
止
を
求

め
、
反
戦
・
平
和
、
社
会
保
障
の

充
実
、
人
権
擁
護
、
脱
原
発
と
環

境
保
護
を
た
た
か
い
、
働
く
者
の

た
め
の
政
治
を
実
現
す
る
。
四
、

大
衆
路
線
に
も
と
づ
い
て
職
場
闘

争
を
強
化
し
、
活
動
家
を
育
成
し

組
織
の
強
化
拡
大
を
勝
ち
取
る
」

を
確
認
。
そ
し
て
、
代
議
員
・
特

別
代
議
員
か
ら
多
岐
に
わ
た
る
活

発
な
意
見
を
受
け
討
議
を
お
こ
な

っ
た
。
最
後
に
、
二
〇
一
八
・
一

九
年
度
の
運
動
方
針
を
満
場
一
致

で
確
立
し
た
。

第
二
議
題

一
七
年
度
決
算
報

告
、
会
計
監
査
報
告
、
一
八
年
度

予
算決

算
及
び
会
計
監
査
報
告
に
つ

い
て
は
、大
き
な
問
題
点
は
な
し
。

一
八
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
引

き
続
き
緊
縮
予
算
と
し
、
運
動
の

低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
注
意
し

な
が
ら
、
各
種
会
議
費
等
の
削
減

を
お
こ
な
い
努
力
し
て
い
く
と
し

た
。
昨
年
か
ら
の
大
き
な
変
動
は

な
い
。

組
合
費
納
入
人
員
に
つ
い
て

は
、
五
六
人
減
の
八
、
二
五
二
人

と
し
予
算
編
成
し
た
い
。
一
八
年

度
組
合
費
に
つ
い
て
は
一
、
二
七

〇
円
で
据
え
置
き
、
春
闘
闘
争
カ

ン
パ
に
つ
い
て
は
一
、
〇
〇
〇
円

（
全
国
港
湾
カ
ン
パ
含
む
）
と
し

た
い
、
共
済
基
金
に
つ
い
て
は
昨

年
同
様
月
額
八
〇
円
と
し
た
い
、

闘
争
資
金
に
つ
い
て
も
昨
年
同
様

月
額
一
〇
〇
円
と
し
た
い
と
の
提

案
を
受
け
た
。

決
算
予
算
小
委
員
会
で
検
討
し

た
結
果
、
春
闘
カ
ン
パ
に
つ
い
て

は
来
年
度
の
予
算
編
成
時
に
見
直

し
が
必
要
と
の
意
見
を
受
け
た

後
、
本
部
提
案
に
つ
い
て
了
承
す

る
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
第
二
議

題
を
可
決
し
た
。

第
三
議
題

秋
年
末
闘
争
方
針

秋
年
末
闘
争
に
つ
い
て
は
、
港

湾
産
別
協
定
の
完
全
履
行
と
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
再
編
等
に
注
視
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
労
働
条
件
の
引
き

上
げ
、
定
年
延
長
等
々
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
冬
季
一
時
金
闘
争
に

つ
い
て
は
十
一
月
下
旬
を
解
決
目

標
と
し
、
要
求
額
に
つ
い
て
は
、

昨
年
同
季
の
率
・
額
以
上
と
す

る
。
一
九
春
闘
に
向
け
て
は
、
第

二
回
中
央
執
行
委
員
会
よ
り
、
春

闘
要
求
額
、
産
別
制
度
政
策
要
求

に
つ
い
て
の
検
討
を
お
こ
な
っ
て

い
く
と
し
て
い
る
。
春
闘
方
針
に

つ
い
て
は
、
一
月
三
十
一
日
、
二

月
一
日
に
開
催
す
る
中
央
委
員
会

で
決
定
し
て
い
く
と
し
た
。
そ
し

て
、
組
織
の
強
化
と
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
く
と
し
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
た
。

第
四
議
題

年
間
ス
ト
ラ
イ
キ
権

の
確
立

ス
ト
権
投
票
の
結
果
、
提
案
ど

お
り
、年
間
ス
ト
権
を
確
立
し
た
。

新
規
加
入
分
会
紹
介

関
東
地
方
及
び
関
西
地
方
の
四

分
会
を
紹
介
し
、
分
会
旗
を
授
与

し
た
。

全
国
闘
争
報
告

沖
縄
地
方
沖
縄
セ
メ
ン
ト
工
業

分
会
の
大
城
副
分
会
長
が
闘
争
報

告
を
お
こ
な
い
、
分
会
員
全
員
が

登
壇
し
元
気
な
顔
を
全
国
の
仲
間

に
見
せ
た
。

組
合
員
在
籍
三
〇
年
表
彰

八
八
名
を
表
彰
し
、
関
西
地
方

阪
神
支
部
の
藤
崎
良
治
氏
が
総
代

を
務
め
記
念
品
を
受
け
取
っ
た
。

永
年
活
動
功
労
者
表
彰

二
二
年
間
、
活
躍
さ
れ
た
松
本

耕
三
前
中
央
執
行
委
員
長
に
永
年

活
動
功
労
者
表
彰
が
贈
ら
れ
た
。

（
片
柳
悦
正
）

全
日
本
港
湾
労
働
組
合
の
第
八
九
回
定
期
全
国
大
会
を
、
九
月
十
二
日
、
十
三
日
の
二
日
間
、
沖
縄
か
り
ゆ
し
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
・

ナ
ハ
に
て
開
催
し
た
。
全
国
か
ら
大
会
代
議
員
八
九
名
、
中
央
本
部
役
員
一
九
名
、
傍
聴
者
を
含
め
二
八
一
名
が
出
席
、
議
長
団
は
木
村

貴
弘
代
議
員
（
関
東
）、
土
井
慎
次
代
議
員
（
東
海
）
が
務
め
た
。
役
員
に
つ
い
て
は
投
票
の
結
果
、
日
本
海
地
方
出
身
の
真
島
勝
重
氏

を
中
央
執
行
委
員
長
に
、
九
州
地
方
出
身
の
松
永
英
樹
氏
を
書
記
長
に
選
出
、
新
執
行
体
制
を
確
立
し
た
。

2018・19年度全港湾役員
中央執行委員長 真島 勝重（日本海）

副中央執行委員長 大野 進（関 西）

〃 鈴木 誠一（関 東）

書 記 長 松永 英樹（九 州）

書 記 次 長 諸見 力（沖 縄）

中 央 執 行 委 員 川村 俊（北海道）

〃 新妻 秀樹（東 北）

〃 矢代 正人（ 〃 ）

〃 鈴木 龍一（日本海）

〃 法土 豊行（ 〃 ）

〃 佐藤 史生（関 東）

〃 鈴木 勝也（東 海）

〃 畠山 昌悦（関 西）

〃 藤崎 良治（ 〃 ）

〃 橋崎 正伸（四 国）

〃 山中 直樹（九 州）

〃 山口 順市（沖 縄）

会 計 監 査 委 員 大賀 隆幸（関 東）

〃 大野 裕康（東 海）

特別中央執行委員 松本 耕三（東 北）

〃 松谷 哲治（九 州）

議長団：土井代議員（左）、木村代議員（右）

東京都大田区蒲田
5の10の2

全日本港湾労
働組合機関紙
（毎月1日発行）

一部20円（組合員の購読料は
組合費の中に含む）

発行責任者

真 島 勝 重

第1339号（昭和24年8月19日
第三種郵便物認可）港 湾 労 働港 湾 労 働（１）２０１８年１０月１日 （昭和25年

国有鉄道扱）
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皆
さ
ん
も
う
知
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
私
は
今
大
会
で
中
央

執
行
委
員
長
を
退
任
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
次
期
は
、
現
書
記
長

の
真
島
さ
ん
、
現
副
委
員
長
の
松

永
さ
ん
に
任
せ
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

我
々
労
働
組
合
と
言
う
の
は
、

た
た
か
う
こ
と
が
一
番
大
切
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
を
し
っ
か

り
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
新
体
制
を
満

場
の
支
持
の
中
で
確
立
を
さ
せ
て

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
全
国
港
湾
の
人
事
に
つ
い
て

も
い
ろ
い
ろ
と
議
論
が
あ
り
ま
し

た
。
来
週
の
全
国
港
湾
の
大
会
前

に
は
し
っ
か
り
と
確
認
を
し
、
糸

谷
委
員
長
と
し
っ
か
り
連
携
を
と

っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
う

の
で
是
非
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
今
、
自
民
党
が
総

裁
選
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
全
く

の
茶
番
で
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
に

し
て
も
改
憲
勢
力
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ろ
く
な
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
茶
番
を
や
ら
せ
て

い
る
の
は
、
何
よ
り
も
我
々
労
働

組
合
が
弱
い
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。
全
港
湾
は
た
た
か
う
労
働
運

動
を
再
建
す
る
た
め
の
先
頭
に
立

た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
全
国
港
湾
、
交
運
労

協
、
三
単
産
の
仲
間
と
一
緒
に
な

っ
て
日
本
の
労
働
運
動
を
し
っ
か

り
と
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

何
よ
り
も
今
の
政
権
が
や
っ
て

い
る
よ
う
な
、
税
金
を
自
分
達
の

た
め
に
私
物
化
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
の
で
す
。
税
金
は
、
貧
し
い
、

困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
使
う
べ

き
な
の
で
す
。
戦
争
は
絶
対
や
ら

せ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
そ
う

い
う
政
治
を
我
々
が
つ
く
っ
て
い

く
。
そ
れ
が
労
働
組
合
の
責
任
な

の
で
す
。
そ
う
い
う
労
働
運
動
を

皆
で
つ
く
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
の
こ
と
お
願
い
し

て
私
の
挨
拶
に
か
え
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
何
と
し
て
も
沖

縄
知
事
選
の
必
勝
を
た
た
か
っ
て

い
く
、
第
八
九
回
定
期
全
国
大
会

を
成
功
さ
せ
て
行
こ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

開
会
あ
い
さ
つ（
概
要
）

中
央
執
行
委
員
長

松
本
耕
三

関
西
地
方
阪
神
支
部
神
戸
フ
ェ

リ
ー
セ
ン
タ
ー
分
会
出
身
の
藤
崎

で
す
。
こ
の
度
は
、
第
八
九
回
定

期
全
国
大
会
の
場
で
組
合
員
在
籍

三
〇
年
表
彰
を
、
全
国
八
八
名
の

対
象
組
合
員
の
総
代
と
し
て
頂
き

ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

全
港
湾
に
加
入
し
て
か
ら
今
日

ま
で
、
一
言
で
い
え
ば
「
も
う
三

〇
年
？
」
と
い
う
思
い
が
本
音
で

あ
り
、
今
年
の
十
二
月
に
は
六
〇

才
（
還
暦
）
を
む
か
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
三
〇
年
間
、
一
番
の
思
い

出
が
本
四
架
橋
建
設
に
伴
う
フ
ェ

リ
ー
航
路
の
廃
止
問
題
で
す
。

私
た
ち
の
職
場
が
な
く
な
る
と

い
う
危
機
感
か
ら
、
私
た
ち
フ
ェ

リ
ー
セ
ン
タ
ー
で
働
く
仲
間
の
五

名
が
、
当
時
加
入
し
て
い
た
他
労

組
か
ら
脱
退
し
て
全
港
湾
に
加

入
。
そ
れ
か
ら
は
現
業
労
働
者
を

中
心
に
全
港
湾
へ
の
加
入
が
増

え
、
最
後
に
は
他
労
組
を
解
散
、

職
員
全
員
が
全
港
湾
の
旗
の
も
と

に
結
集
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。そ

の
結
集
と
、
所
属
し
た
阪
神

支
部
の
行
動
力
と
思
い
も
よ
ら
な

い
奇
策
に
よ
っ
て
、
一
人
の
首
も

切
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
今
日
で

は
、
一
緒
に
た
た
か
っ
た
仲
間
全

員
が
全
港
湾
に
感
謝
し
な
が
ら
定

年
を
む
か
え
て
い
ま
す
。

「
雇
用
・
生
活
を
守
る
た
め
に

は
、
強
い
組
合
に
入
ら
な
あ
か

ん
！
」
職
場
で
話
し
合
っ
た
決
断

は
間
違
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
全
国
の
仲
間
と
頑
張

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
指
導

の
程
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

在在
籍籍
三三
〇〇
年年
表表
彰彰
をを
受受
けけ
てて

関関
西西
地地
方方
阪阪
神神
支支
部部

藤藤
崎崎
良良
治治

「辺野古新基地建設阻止、平和と
民主主義を取り戻す」特別決議

安倍政権が国家権力を発動し、多くの国民に弾圧をかけ強行し続け
ている辺野古新基地建設現場では、屈することなく基地建設阻止を求
める多くの市民や団体が連日、建設阻止行動を繰り広げている。辺野
古における国家権力による強制排除はもはや、不当な弾圧という域を
超え、従わざる者は罰すると強硬な態度に終始している。基地建設に
対して、国民や沖縄県民の多くが反対の意思を示しているのにも関わ
らず、安倍政権の態度は民主主義の根幹を破壊しつづけている。

沖縄県内の鉱山から土砂の搬出が強行されている中、政府は本年8
月中旬にも辺野古周辺の一部を埋め立てる土砂を沖縄県外から運搬す
る事を発表した。辺野古埋立土砂は、その7割以上が本土からの搬出
予定であり、予定地となっている各県では怒りの声と反対運動が日増
しに大きくなっている。そうした中、7月27日、翁長県知事は「前知
事による埋め立て承認の撤回手続きに入る」と表明した。

しかし、辺野古新基地建設阻止を公約に、沖縄県民の民意と地方自
治を護るため、常に先頭に立って奮闘されてこられた沖縄県知事・翁
長雄志さんが、2018年8月8日逝去された。戦後の米軍統治下、日本
政府による政治差別、基地の押し付けなど、沖縄県民として自らも体
験し、己の病をも抑えながら沖縄県の未来のためにたたかってきたそ
の姿だけに、突然の訃報は残念でならない。

自身の命にも代えてたたかった沖縄県知事・翁長雄志さんに対し、
心より追悼の意を表するとともに、来る沖縄県知事選挙では、翁長知
事の遺志を継承し、沖縄県民と共にたたかう玉城デニー知事の誕生を
全力で取り組む。

我々は、今以上に、全国の仲間と連帯し、地域との連帯強化を図り
ながら、安倍政権による政治差別を糾弾し、辺野古新基地建設を阻止
し、国民のための政治を取り戻すため、たたかい抜く。

以上、決議する。

2018年9月13日
全日本港湾労働組合
第89回定期全国大会

大 会 宣 言
私たちは、沖縄県那覇市において第89回定期全国大会を開催し、労
働者の働く権利の確立と生活向上をはかり、格差社会を是正し、戦争
のない平和な社会をつくり、安心と共生の社会をめざし、産業別労働
運動と地域運動、国際運動と連帯し、全港湾を強化し拡大する2018・
19年度運動方針を決定した。

安倍政権による国民無視の政治は、大手企業を優遇し、中小零細企
業には恩恵を与えず、企業間格差を広げると同時に、労働者の貧富の
差を拡大し続けている。このような政府の偏った政策で労働者の権利
と生活の向上が阻害されている。一刻も早く、国民主権の政治を取り
戻さなければならない。

来年10月には消費税を10％にまで引上げようとしている。更には、
「働き方改革」と称し、高度プロフェッショナル制度の導入など、本
来労働者を守るべき労働法が改悪された。また、高齢者医療費負担増、
介護保険制度改悪、労働者派遣法改悪、年金制度改悪など、国民の生
活権が崩壊しようとしている。国民誰もが安全で安心して暮らせる社
会保障制度の拡充を実現せねばならない。

世界的に物流自動化の流れの中、日本でも港湾地域の一部自動化、
トラックの無人隊列走行、長尺連結など、国策による実証実験と実用
化が推し進められている。労働者不足への対策や物流改革、国際競争
などと大義を立てているが、実態は規制緩和そのものであり、合理化
一辺倒の基本姿勢で安全対策や雇用対策など全く議論されることもな
く、労働者の権利は一切無視されている。労働者の権利維持・拡大の
ために間違った規制緩和・合理化政策を正さなければならない。

東日本大震災による原発事故は、まだ収束していない。被災者への
補償打ち切りや原因究明とその対策を何ら進めないなかで、政府は、
全国各地の原発再稼働を企んでいる。私たちは、国策による人災によ
って今なお苦しんでいる被災者の実態を風化させることなく、原発再
稼働反対を訴えていかなければならない。

このような情勢の中で私たちは、全国で働く多くの仲間とともに、
暴走する安倍政権を打倒し、平和で公平な社会の実現と、安心・安全
な職場環境の実現に全力で取り組む。
更に、2018・19年度運動方針を前進すべく、労働者、国民の要求実

現と労働組合の社会的影響力の向上を実現するため、組織拡大・組織
強化に全力を挙げて取り組む。

以上、新たな決意のもとに組織の総力を挙げてたたかい抜くことを
宣言する。

2018年9月13日
全日本港湾労働組合
第89回定期全国大会
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全
国
港
湾
は
、
九
月
十
九
日
、

二
十
日
、
シ
ー
パ
レ
ス
に
お
い
て

第
一
一
回
定
期
大
会
を
開
催
し

た
。
大
会
に
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を

含
め
て
二
九
五
名
が
出
席
、
全
港

湾
か
ら
は
五
五
名
が
出
席
し
た
。

来
賓
に
は
港
運
同
盟
、
Ｉ
Ｔ
Ｆ
東

京
事
務
所
、
全
労
済
が
出
席
、
大

会
議
長
団
は
乾
代
議
員
（
日
港
労

連
）
と
中
辻
代
議
員
（
全
倉
運
）

が
務
め
た
。

役
員
に
つ
い
て
は
、
全
港
湾
関

係
で
は
松
本
耕
三
前
中
央
執
行
副

委
員
長
が
全
国
港
湾
中
央
執
行
委

員
長
代
行
に
選
出
さ
れ
た
。
ま

た
、
真
島
勝
重
前
中
央
執
行
委
員

が
中
央
執
行
副
委
員
長
と
な
り
、

新
た
に
中
央
執
行
委
員
に
法
本
健

吾
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

糸
谷
中
央
執
行
委
員
長
（
日
港

労
連
）、
柏
木
中
央
執
行
副
委
員

長
（
日
港
労
連
）、
遠
藤
中
央
執

行
副
委
員
長
（
検
定
労
連
）、
瀬

戸
中
央
執
行
副
委
員
長
（
検
数
労

連
）、
玉
田
書
記
長
（
全
国
港

湾
）、
市
川
書
記
次
長
（
検
定
労

連
）
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
再
任

さ
れ
た
。

運
動
方
針
（
案
）
で
は
、
二
〇

一
八
年
度
の
具
体
的
取
り
組
み
と

し
て
、
産
別
労
使
協
議
体
制
を
堅

持
し
、
機
械
化
・
自
動
化
な
ど
港

湾
合
理
化
に
反
対
を
貫
く
立
場
を

と
り
な
が
ら
「
認
可
料
金
制
度
の

復
活
の
課
題
に
取
り
組
む
。
Ｒ
Ｔ

Ｇ
の
遠
隔
操
作
、
自
動
化
導
入
な

ど
港
湾
『
合
理
化
』
に
反
対
す

る
。
雇
用
と
職
域
を
守
り
、
職
域

を
拡
大
し
て
い
く
。
港
湾
倉
庫
・

特
定
港
湾
倉
庫
の
課
題
に
取
り
組

む
。
ド
ラ
イ
ポ
ー
ト
（
イ
ン
ラ
ン

ド
デ
ポ
／
コ
ン
テ
ナ
ラ
ウ
ン
ド
ユ

ー
ス
）
の
課
題
に
取
り
組
む
。
魅

力
あ
る
港
湾
労
働
確
立
へ
向
け
、

港
湾
労
働
法
の
全
港
・
全
職
種
適

用
に
向
け
る
。
事
前
協
議
の
充

実
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
に
対
す
る
労

使
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。
日

雇
い
不
使
用
協
定
の
完
全
履
行
を

目
指
す
。
関
連
職
種
の
労
働
環
境

を
整
備
し
て
い
く
。
指
定
事
業
体

に
係
る
諸
課
題
に
取
り
組
む
。
三

島
川
之
江
港
の
指
定
港
化
・
四
国

地
区
の
労
使
協
議
体
制
の
確
立
に

取
り
組
む
。
六
五
歳
定
年
制
実
現

へ
取
り
組
む
。
時
間
外
算
定
基
礎

分
母
の
改
定
に
取
り
組
む
。
週
休

二
日
制
に
向
け
取
り
組
む
。
安
全

・
安
心
、
明
る
く
働
き
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
港
湾
職
場
つ
く
り
に

取
り
組
む
」
等
々
の
提
案
が
な
さ

れ
た
。

そ
し
て
大
会
討
議
の
結
果
、

「
一
七
年
度
の
主
な
取
り
組
み
経

過
（
案
）」、「
一
八
年
度
運
動
方

針
（
案
）」、「
産
別
ス
ト
ラ
イ
キ

権
の
確
立
に
つ
い
て
（
案
）」、「
全

国
港
湾
規
約
及
び
旅
費
規
定
の
改

正
に
つ
い
て
（
案
）」、「
決
算
予

算
（
案
）」、「
一
八
年
秋
年
末
に

お
け
る
具
体
的
活
動
方
針
に
つ
い

て
（
案
）」
等
す
べ
て
の
議
案
を

可
決
、
一
八
運
動
方
針
を
確
立
し

た
。
最
後
に
大
会
宣
言
を
採
択
し

大
会
を
終
え
た
。

な
お
、
独
禁
法
問
題
に
つ
い
て

は
中
央
労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん

が
万
一
不
調
と
な
っ
た
場
合
は
正

面
突
破
で
臨
む
所
存
で
あ
る
と
、

港
湾
年
金
の
受
給
資
格
の
問
題
に

つ
い
て
は
執
行
部
よ
り
制
度
改
正

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
旨
の
回

答
が
示
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
八
秋
年
末
闘
争
に
つ
い

て
は
、
産
別
協
定
、
港
湾
労
使
の

ル
ー
ル
を
基
礎
に
「
魅
力
あ
る
港

湾
労
働
の
確
立
」
の
旗
を
高
く
掲

げ
て
奮
闘
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
し
、
秋
の
中
央
行
動
を
十
一

月
二
十
一
日
、
二
十
二
日
に
予

定
、
一
九
春
闘
に
つ
い
て
は
、
中

央
委
員
会
を
二
月
六
日
、
七
日
に

開
催
し
、
春
闘
方
針
を
決
定
、
二

月
十
三
日
に
第
一
回
中
央
港
湾
団

交
を
予
定
し
た
い
と
し
た
。

（
片
柳
悦
正
）

全全
国国
港港
湾湾
第第
一一
一一
回回
定定
期期
全全
国国
大大
会会
開開
催催

中中
央央
執執
行行
委委
員員
長長
にに
糸糸
谷谷
氏氏
、、中中
央央
執執
行行
委委
員員
長長
代代
行行
にに
松松
本本
氏氏
をを
選選
出出

沖
縄
セ
メ
ン
ト
工
業
分
会
闘
争
を
激
励

沖
縄
地
方
沖
縄
セ
メ
ン
ト
工
業

分
会
の
大
城
副
分
会
長
が
闘
争
報

告
を
お
こ
な
い
、
分
会
員
全
員
が

登
壇
し
全
国
の
仲
間
か
ら
激
励
を

受
け
た
。

沖
縄
セ
メ
ン
ト
工
業
分
会
は
二

〇
〇
九
年
七
月
全
港
湾
に
加
入
、

以
後
、
様
々
な
た
た
か
い
を
お
こ

な
っ
て
き
た
。
二
〇
一
六
年
三
月

に
は
中
央
労
働
委
員
会
よ
り
、
組

合
側
主
張
の
正
当
性
、
会
社
側
が

不
当
労
働
行
為
を
繰
り
返
さ
な
い

旨
の
命
令
が
出
さ
れ
、
組
合
側
の

主
張
が
ほ
ぼ
全
面
的
に
認
め
ら
れ

た
。し

か
し
、
会
社
側
は
、
中
央
労

働
委
員
会
の
命
令
を
不
服
と
し
て

東
京
地
裁
へ
取
り
消
し
訴
訟
を
お

こ
し
た
。
東
京
地
裁
は
二
〇
一
七

年
八
月
に
会
社
側
の
請
求
を
棄

却
、
組
合
側
の
全
面
勝
利
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
会
社
側
は
二
〇
一

七
年
九
月
に
東
京
高
裁
へ
上
告
、

二
〇
一
八
年
四
月
に
最
高
裁
判
所

へ
上
告
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

会
社
側
か
ら
の
圧
力
に
負
け
ず

分
会
員
一
丸
と
な
り
、
職
場
オ
ル

グ
を
強
化
し
、
団
結
を
固
め
、
沖

縄
セ
メ
ン
ト
工
業
分
会
は
た
た
か

い
を
継
続
し
て
い
る
。

大
会
会
場
に
お
い
て
、
東
北
地

方
青
年
婦
人
部
に
よ
る
タ
オ
ル
の

物
品
販
売
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
来
年
、
東
北
で
第
二
一
回

青
年
対
策
交
流
集
会
（
以
下
、
青

対
）
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
青

対
は
各
地
の
課
題
を
学
び
、
共
有

し
、
議
論
し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
交
換
す
る
こ
と

で
、
各
々
が
地
元
で
よ
り
強
力
に

運
動
す
る
た
め
の
「
力
」
を
培
う

場
所
で
す
。
同
時
に
全
国
の
仲
間

と
交
流
し
、
労
働
組
合
の
柱
で
あ

る
「
団
結
」
を
築
く
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。

「
力
」
と
「
団
結
」
を
創
造
す

る
青
対
は
絶
対
に
無
く
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
決
意
の
も
と
、
青

年
部
中
心
で
動
き
出
し
て
い
ま

す
。
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
ず

っ
と
取
り
組
ん
で
き
た
原
発
に
関

す
る
学
習
が
あ
り
ま
す
。
原
発
被

災
地
を
自
身
の
目
で
見
て
、
実
り

あ
る
有
意
義
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
う
た
め
に
必
要
な
費
用
を

考
え
た
結
果
、
中
央
本
部
や
地
本

に
頼
る
前
に
物
販
で
捻
出
し
よ
う

と
決
め
ま
し
た
。
販
売
に
あ
た
っ

て
た
く
さ
ん
の
方
の
応
援
が
あ

り
、
持
ち
込
ん
だ
一
〇
〇
枚
は
完

売
し
、
他
に
も
多
数
の
ご
注
文
を

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
東
北
地
方
青
年
婦
人
部

部
長

井
坂
雄
太
）

青
年
対
策
交
流
集
会
の
成
功
を

目
指
し
青
年
部
が
物
販
活
動

新たに4分会が全港湾の仲間に
2017年度、全港湾に新しく4分会の仲間が加わった。大会当日は、当該分会の方々が都合により大会に

参加できなかったため、東京支部の佐藤氏、阪神支部の久保田氏が代理として登壇し分会旗を受け取った。

関東地方東京支部ヤザキ運輸分会 9名 トラック
関西地方阪神支部キズナックス分会 7名 産廃
関西地方神戸支部神戸交通振興分会 16名 バス
関西地方阪神支部守口東幼稚園分会 2名 バス
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上
島

拡

小
野
田
冬
馬

山
田
明
彦

丸
山
義
宏

堀
川
啓
一
郎

北
海
道
地
方
釧
路
支
部

第
八
九
回
定
期
全
国
大
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
北

海
道
で
は
震
度
七
の
地
震
が
発
生

し
、
全
国
大
会
ま
で
飛
行
機
が
飛

ん
で
く
れ
る
の
か
が
心
配
で
し
た

が
、
ホ
テ
ル
会
場
に
着
く
と
沢
山

の
方
に
心
配
の
お
声
を
か
け
て
頂

き
ま
し
た
。

今
大
会
で
は
、
沖
縄
県
那
覇
市

の
開
催
と
い
う
事
も
あ
り
、
沖
縄

県
知
事
予
定
候
補
、
衆
議
院
議
員

の
玉
城
デ
ニ
ー
氏
が
来
賓
で
来
て

頂
き
ま
し
た
。
挨
拶
で
は
、「
故

翁
長
知
事
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、

辺
野
古
に
新
た
な
基
地
は
造
ら
せ

な
い
。
普
天
間
飛
行
場
の
閉
鎖
・

返
還
を
一
日
も
早
く
実
現
す
る
よ

う
政
府
に
強
く
要
求
す
る
」
と
述

べ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
機
関
紙

が
発
行
さ
れ
る
時
に
は
選
挙
が
終

わ
り
、
デ
ニ
ー
玉
城
新
沖
縄
県
知

事
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
願

い
ま
す
。

大
会
で
の
執
行
部
か
ら
の
報
告

で
気
に
な
っ
た
の
は
、
全
港
湾
中

央
登
録
人
員
が
九
、
八
四
九
人
で

あ
り
、
今
後
も
時
代
と
共
に
減
少

す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
質
疑
・
討

論
で
は
、
各
地
域
あ
ら
ゆ
る
産
別

問
題
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
さ
れ

ま
し
た
が
、
独
禁
法
問
題
の
対
応

や
働
き
方
改
革
関
係
法
な
ど
、
ま

す
ま
す
各
地
区
港
湾
の
中
で
全
港

湾
の
働
き
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
役
員
改
選
期
に

あ
た
り
、
真
島
委
員
長
と
松
永
書

記
長
を
は
じ
め
と
す
る
新
執
行
部

と
な
り
、
こ
れ
ま
で
中
央
執
行
委

員
長
を
務
め
て
き
た
松
本
委
員
長

は
、
全
港
湾
の
特
別
中
央
執
行
委

員
に
就
任
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

全
港
湾
を
引
っ
張
っ
て
ほ
し
い
一

心
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
議
長
団

を
は
じ
め
地
元
沖
縄
地
本
や
大
会

準
備
、
運
営
を
さ
れ
た
皆
様
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

東
北
地
方
塩
竈
支
部

九
月
十
一
日
か
ら
十
四
日
と
三

泊
四
日
で
沖
縄
か
り
ゆ
し
ア
ー
バ

ン
リ
ゾ
ー
ト
・
ナ
ハ
で
中
央
本
部

の
定
期
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

定
期
大
会
の
参
加
者
は
三
〇
〇
名

ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
塩
竈
支
部
か
ら
は
五
名
の
参

加
で
、
東
北
と
し
て
は
三
二
名
の

参
加
に
な
り
ま
し
た
。

定
期
大
会
開
催
の
挨
拶
で
大
野

副
執
行
委
員
長
か
ら
働
き
方
改
革

の
話
か
ら
災
害
時
の
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
に
発
信
の
問
題
、
そ
し
て
全

港
湾
と
し
て
色
々
な
問
題
に
対
し

団
結
し
て
共
に
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う
と
話
が
あ
り
ま
し
た
。

中
央
執
行
委
員
長
の
挨
拶
で
は

松
本
委
員
長
か
ら
今
回
の
定
期
大

会
で
執
行
委
員
長
が
変
わ
る
話
か

ら
「
全
港
湾
は
安
倍
に
対
し
た
た

か
っ
て
い
く
労
働
組
合
で
あ
る
、

好
き
勝
手
で
き
て
い
る
の
は
我
々

の
力
が
小
さ
い
か
ら
だ
。
糸
谷
委

員
長
と
連
携
を
取
り
、
力
を
つ
け

て
た
た
か
え
る
よ
う
に
一
致
団
結

す
る
」
な
ど
安
倍
に
対
し
て
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
挨

拶
で
は
糸
谷
委
員
長
、
沖
縄
知
事

選
に
立
候
補
さ
れ
る
予
定
の
玉
城

デ
ニ
ー
さ
ん
か
ら
話
が
あ
り
ま
し

た
。ま

ず
、
沖
縄
の
未
来
の
た
め
に

奮
闘
し
て
く
だ
さ
っ
た
前
沖
縄
知

事
翁
長
さ
ん
の
遺
志
を
継
い
で
知

事
選
に
玉
城
さ
ん
が
出
馬
予
定
さ

れ
ま
し
た
。
玉
城
さ
ん
か
ら
は
、

普
天
間
基
地
・
辺
野
古
基
地
、
戦

争
が
終
結
し
平
和
が
訪
れ
た
時
、

朝
鮮
に
対
し
て
の
威
嚇
と
言
う
こ

と
で
沖
縄
に
米
軍
基
地
が
で
き
た

事
も
話
が
あ
り
ま
し
た
。
他
に
も

知
事
に
立
候
補
し
て
い
る
方
は
い

ま
す
が
、
沖
縄
県
民
の
願
い
や
思

い
を
第
一
に
考
え
た
行
動
を
す
る

様
な
話
は
玉
城
さ
ん
以
外
話
し
て

い
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
翁
長
さ
ん
が
で

き
な
か
っ
た
事
を
実
現
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

次
に
糸
谷
委
員
長
の
挨
拶
で

は
、
玉
城
さ
ん
の
活
躍
が
沖
縄
の

平
和
に
つ
な
が
る
、
未
来
を
大
き

く
変
え
る
と
力
強
い
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

大
会
の
中
で
は
今
ま
で
の
活
動

や
青
婦
部
の
活
動
、
そ
し
て
組
合

費
の
流
れ
や
取
り
組
み
方
、
ス
ロ

ー
ガ
ン
、
ス
ト
ラ
イ
キ
権
確
立
等

の
話
、
議
案
が
あ
り
、
質
疑
応
答

の
際
に
は
三
〇
名
以
上
の
方
か
ら

質
問
・
報
告
・
お
願
い
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。
中
で
も
海
コ
ン
・
ト

ラ
ッ
ク
の
問
題
、
独
禁
法
、
Ｏ
Ｎ

Ｅ
の
問
題
、
定
年
延
長
、
港
湾
年

金
、
若
手
が
知
っ
て
い
な
く
て
は

い
け
な
い
事
な
ど
が
多
く
あ
り
ま

し
た
し
、
報
告
で
は
秋
田
の
能
代

問
題
、
今
回
の
台
風
で
の
被
害
の

状
況
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
お
願

い
と
し
て
は
東
北
で
行
っ
て
い
る

キ
ャ
ラ
バ
ン
や
青
年
対
策
交
流
集

会
開
催
に
あ
た
っ
て
の
東
北
青
年

部
「
全
港
湾
タ
オ
ル
の
販
売
」
等

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

今
大
会
は
初
め
て
の
参
加
で
し

た
の
で
役
員
選
挙
の
方
法
、
投
票

の
し
か
た
、
中
央
の
動
き
な
ど
、

色
々
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
し
、
議
案
書
の
内
容
も
と
て
も

興
味
深
い
内
容
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
し
た
。
実
際
に
自
分
が
体
験
し

て
い
な
い
事
に
つ
い
て
は
な
か
な

か
理
解
し
に
く
い
部
分
が
あ
り
、

自
分
の
勉
強
不
足
を
感
じ
ま
し

た
。
我
々
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て

く
れ
る
中
央
も
新
体
制
に
な
り
新

た
な
年
が
始
ま
り
ま
す
が
、
真
島

委
員
長
を
筆
頭
に
団
結
し
て
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
海
地
方
敦
賀
支
部

第
八
九
回
定
期
全
国
大
会
に
参

加
さ
れ
た
皆
様
、
二
日
間
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。
今
回
初
め
て
定

期
全
国
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

全
国
的
な
問
題
か
ら
各
地
方
・

支
部
で
の
細
か
な
問
題
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な

質
疑
・
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
は
港
湾
現
業
で
働
い
て
い
ま
す

が
、
他
の
業
種
（
ト
ラ
ッ
ク
・
検

数
）
の
方
々
の
貴
重
な
意
見
も
聞

か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
充
実
し
た
二
日
間
で
し

た
。今

大
会
に
は
東
北
地
方
青
年
部

の
方
々
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、
物

販
な
ど
大
変
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
次
代
の
全
港
湾
を
担
う
若

者
を
育
て
る
の
も
我
々
の
大
事
な

責
務
で
あ
り
ま
す
し
、
今
後
支
部

の
方
で
も
若
手
の
育
成
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

大
会
宣
言
で
も
あ
り
ま
し
た
「
安

倍
政
権
を
打
倒
し
、
平
和
で
公
平

な
社
会
の
実
現
と
、
安
心
・
安
全

な
職
場
環
境
の
実
現
に
全
力
で
取

り
組
む
」、
こ
れ
を
組
合
員
が
共

通
の
認
識
と
し
て
持
ち
、
一
丸
と

な
っ
て
た
た
か
っ
て
い
く
た
め
執

行
部
と
し
て
引
っ
張
っ
て
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
議
長
団

を
は
じ
め
、
大
会
準
備
・
運
営
を

し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
、
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。
今
後
も
様
々
な

問
題
・
闘
争
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
大
会
に
集
ま
ら
れ
た
皆
様

は
も
ち
ろ
ん
、
各
地
方
・
支
部
の

組
合
員
の
皆
様
と
と
も
に
、
一
致

団
結
し
て
た
た
か
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
私
も
微
力
な
が
ら
全
港
湾

の
一
員
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

関
東
地
方
鹿
島
港
支
部

九
月
十
二
日
か
ら
十
三
日
に
か

け
行
わ
れ
た
、
第
八
九
回
定
期
全

国
大
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
、
移

動
日
を
兼
ね
四
日
間
お
疲
れ
様
で

し
た
。
総
数
二
八
一
名
の
仲
間
が

沖
縄
に
集
結
し
、
関
東
木
村
代
議

員
・
東
海
土
井
代
議
員
の
議
長
団

の
も
と
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。は

じ
め
に
知
事
選
の
前
の
忙
し

い
中
、
玉
城
デ
ニ
ー
議
員
が
来
賓

さ
れ
、
後
に
「
辺
野
古
基
地
建
設

阻
止
、
平
和
と
民
主
主
義
を
取
り

戻
す
」
特
別
決
議
も
採
択
さ
れ
、

安
倍
政
権
に
よ
る
政
治
差
別
を
無

く
し
、
国
民
の
た
め
の
政
治
を
取

り
戻
す
た
め
た
た
か
い
抜
く
と
い

う
意
思
統
一
が
な
さ
れ
大
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
九
州
・
広
島
・
関
西
・

北
海
道
各
地
方
で
、
散
々
な
程
の

自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

各
地
方
皆
さ
ん
に
当
時
の
写
真
を

見
せ
て
貰
い
、
直
接
話
が
で
き
、

ま
た
一
層
類
い
希
な
痛
み
に
犯
さ

れ
、
テ
レ
ビ
で
は
伝
わ
ら
な
か
っ

た
部
分
に
も
酷
く
痛
感
さ
え
し
ま

し
た
。

質
疑
・
討
論
で
は
、
各
地
方
か

ら
、
能
代
運
輸
限
定
解
除
、
坂
出

港
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ

Ｔ
Ｏ
、
日
検
闘
争
な
ど
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
自

分
の
勉
強
不
足
の
た
め
、
理
解
出

来
な
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、

と
て
も
貴
重
な
経
験
・
勉
強
と
な

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

今
日
に
お
け
る
日
本
の
情
勢
も
安

倍
自
公
政
権
に
よ
る
国
民
無
視
の

政
治
も
、
暴
挙
に
歯
止
め
が
利
か

な
い
状
態
で
す
。
大
手
企
業
だ
け

優
遇
し
、
中
小
企
業
に
直
接
影
響

を
与
え
る
な
ど
事
業
の
収
益
拡
大

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の
か
と
現

状
を
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
全
港
湾

の
仲
間
と
共
に
産
業
別
運
動
の
強

化
を
進
め
、
組
織
拡
大
を
目
指
し

全
港
湾
組
合
員
一
丸
と
な
り
、
奮

闘
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。
最
後
に
な
り
ま

す
が
、
議
長
団
を
は
じ
め
、
大
会

準
備
・
運
営
を
し
て
頂
い
た
皆
さ

ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
地
域

・
支
部
に
お
い
て
方
向
性
を
同
じ

く
す
る
仲
間
と
運
動
す
る
事
が
大

事
で
あ
る
と
い
う
事
を
胸
に
、
今

後
も
一
致
団
結
し
て
頑
張
り
ま
し

ょ
う
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

東
海
地
方
四
日
市
支
部

第
八
九
回
定
期
全
国
大
会
に
参

加
さ
れ
た
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
回
、
私
は

初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
以
前
に
諸
先
輩
方
か
ら
伺
っ

て
い
た
以
上
に
熱
く
、
活
発
な
素

晴
ら
し
い
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る

光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
、
と
て

も
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

各
地
方
、
各
支
部
を
取
り
巻
く

問
題
か
ら
辺
野
古
基
地
や
労
働
法

制
な
ど
国
内
政
治
の
問
題
ま
で

様
々
な
議
論
を
拝
聴
し
て
解
ら
な

い
内
容
も
多
々
御
座
い
ま
し
た

が
、
と
て
も
勉
強
と
な
り
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

夜
の
懇
親
会
に
お
き
ま
し
て

も
、
普
段
な
か
な
か
会
う
機
会
の

な
い
様
々
な
支
部
の
方
々
と
交
流

を
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
特
に

人
材
の
確
保
や
若
手
組
合
員
の
教

育
な
ど
、
そ
の
方
々
が
普
段
ど
の

よ
う
に
苦
慮
し
、
そ
し
て
対
処
さ

れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
話
を
伺

い
、
今
後
活
動
す
る
上
で
い
ろ
い

ろ
な
ヒ
ン
ト
を
得
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

今
回
定
期
全
国
大
会
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
、
自
身
が
全
港
湾
の
組

合
員
で
あ
る
と
い
う
事
が
、
と
て

も
素
晴
ら
し
い
と
い
う
事
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
で
き
た
二
日
間
で

御
座
い
ま
し
た
。
私
自
身
ま
だ
ま

だ
勉
強
不
足
で
は
御
座
い
ま
す

が
、
こ
の
二
日
間
の
経
験
を
今
後

の
組
合
活
動
に
活
か
し
、
全
港
湾

の
一
員
と
し
て
微
力
で
は
御
座
い

ま
す
が
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
議
長
団

を
は
じ
め
、
今
定
期
大
会
の
準

備
、
運
営
に
携
わ
っ
て
頂
い
た
皆

様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
御
座
い
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
様
々
な
問
題
が

山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
定
期

大
会
で
そ
れ
ぞ
れ
得
た
も
の
を
糧

と
し
、
皆
で
一
致
団
結
し
て
頑
張

っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
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